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業績予想の修正に関するお知らせ（IFRS）

2022 年 5 月 13 日に公表いたしました 2023 年 3 月期（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日）の

通期連結業績予想に関しまして、下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。

記

１．2023 年 3月期 連結業績予想の修正（国際財務報告基準）

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益

親会社の所有

者に帰属する

当期利益

基本的 1 株当

たり当期利益

前回発表予想（A）

百万円

205,000

百万円

7,000    

百万円

6,500    

百万円

8,000

百万円

5,500

円 銭

89.49

今回修正予想（B） 200,000 5,000 8,000  10,500  8,000 131.22

増 減 額（B－A） △5,000 △2,000 1,500 2,500 2,500

増 減 率（％） △2.4 △28.6 23.1 31.3 45.5

（参考）前期実績

（2022年 3月期）
172,072 494 3,291 4,083 1,732 27.83

   ※当社グループは、当第１四半期連結累計期間の期首より、国際財務報告基準（IFRS）を任意適用して

おり、前期実績においても IFRSに組み替えて表示しております。

２．修正の理由

  ワコール事業（国内）において、収益力向上と事業構造改革にスピードを上げて取り組んでまいり

ますが、第２四半期連結累計期間同様に、経営環境は引き続き厳しい状況を想定しており、売上

収益、事業利益は前回発表予想を下回る見込みです。営業利益は、本日発表の「固定資産の譲渡

及びその他の収益の計上に関するお知らせ」の通り、その他収益に固定資産売却益として約30億円を

計上する見込みであり、加えて、税引前利益は、持分法適用関連会社の業績が好調に推移しており、

前回発表予想を上回る見込みです。

以 上


